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は、“Let’s introduce ourselves”（自分たちをクラスに紹介しよう）、“Japanese products, old and new”















































































































































































































今後、役に立つ 73.3％ 23.8％ 1.8％ 1.0％
「グループディスカッション」の
演習は、今後、役に立つ 73.3％ 24.2％ 1.4％ 1.0％
「模擬就活」は、今後、役に立つ 75.4％ 21.8％ 1.4％ 1.4％
「模擬就活」は、オンラインより
も対面でやったほうがよい 47.0％ 35.7％ 13.8％ 3.5％
出典：東洋学園大学教養教育センターの提供資料に基づき筆者作成
とはいえ、当授業は就職活動のテクニックを伝授するためのものではない。オンライン、対面といっ
た手段にとらわれることなく、社会に出る前に身につけておくべき本質的な能力をどのように涵養し
ていくかは、引き続き議論が必要であろう。
学生から高評価を得たことは、同時に継続性を確保することの必要性が高いということである。こ
こで挙げたような課題について今後どのように対応していくのかは、2021年度の大きな検討事項とい
える。
⚔ まとめと今後の展望
このように⚒つの授業を概観していくと、いかに手探りで授業が作られ、進められていったかがわ
かるだろう。そして、オンライン授業の長所、短所が明らかになり、また短所のなかにも時間や労力
などのリソースを割くことで解決が可能なものと、そうでないものがあることが明らかになってきた
ともいえる。オンライン授業の長所や、短所であってもその克服の可能性が明らかになるにつれ、オ
ンライン授業への新たな意識が生まれ始めている。「恒久的なオンライン授業」という考え方である。
大教室授業に代表される知識提供中心の対面授業などでは、むしろオンライン授業のほうが効率的で
良いのではないかという意見である。実際に、教室稼働率の視点からは、大教室講義がオンライン化
すれば大学の設備も変わらざるを得ない。教室のサイズの変更、整備すべき設備の変更が求められる。
この点からは、オンライン授業は経営サイドの問題でもあることも意味している。オンライン授業は、
効率性だけではなく、反転授業の徹底がより容易になることや反復学習の機会提供等の講義の充実と
いったメリットもあるので、複数の視点から授業モデルのレベルアップが試みられると予想される。
授業内容という点では、教員からも学生からも「オンライン授業で充分済むではないか」と言った
声があがってきている。本稿で紹介したアクティブラーニング型授業でさえも、オンライン授業で一
定の成果を上げたことにより、オンライン授業の可能性の幅の広さが裏付けられたといえる。
時間割編成においては、対面授業やリアルタイムオンライン授業を徹底する従来の立場を堅持すれ
ば、オンデマンドオンライン授業がもつ重要なメリットの一つである自由な受講時間の選択―学生生
活の自己デザイン機能が享受できなくなる。受講時間をコントロールすることで、これまでより多様
な大学生活が考えられる。通常講義期間でも遠隔地での受講が可能となる。もしオンライン授業を恒
久的に盛り込めば、一定程度の時間割の自由がもたらされ学生生活は大きく様変わりすると考えられ
る。
キャンパスでは、教室稼働率や出勤日等の勤務体制を大きく変化させることになる。オンライン授
業は前述のように他大学との連携が進む可能性があり、これについてはオンライン授業と直接的な関
連ではないものの、すでに連携科目に関する検討が進んでいることから今後の方向性が垣間みられ
る⑷。連携が進めば、現在よりも他大学との講義内容の同質化が進み、それぞれの大学の存在価値が一
層問われることとなる。そうなると、これまで以上に他大学との差をどこでつけるかが課題となろう。
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⑷ 文部科学省,中央教育審議会大学分科会（第156回）配布資料
（https : //www.mext.go.jp/content/20200917-mxt_koutou01-000009971_02.pdf）
その時に注目されるのが対面型授業ではないかと考えられる。対面授業では、そこでしか分かち合え
ないものを提供しなければならない。これについて本稿では検討しないが、様々なことが考えられる。
例えば、講義全体の空気感を感じる、教室に響く小さな声に耳を傾けることで雰囲気を理解できると
いった情報は、オンライン授業では把握できない。初対面の人とオンライン上で分かり合うリテラシ
ーは、対面では求められないより高いスキルが必要といえる。逆説的ではあるが、このスキルは対面
でないと身につかない可能性もあり、このあたりも対面授業の検討課題と考えられる。
教員という視点では、非常勤講師への影響が大きいだろう。オンライン授業であれば、遠隔地の有
名講師を招くことも可能となり、これによりポスト争いがより厳しくなるのではないか。英語を中心
に外部業者との連携が進む中で、さらなる業者の参入も考えられる。情報科目など各大学で必要とさ
れつつも重点科目でない領域などでは、連携科目の活用や業者などの参入可能性が充分考えられる。
個人でもYouTuber型の人気講師が現れれば、全国の大学からオンラインで登壇が求められるプロ講
師という新しい立場が生まれる可能性もありうる。
大学は、経営資源の振り分けという視点でオンライン授業を考えることが予想される。この点でオ
ンライン授業は経営資源を豊富に有する大規模大学が有利という見方もあるが、テレビより
YouTubeを閲覧するようになった展開もあるので、一概に資源が豊富でないと学生が満足するコン
テンツが提供しにくいことを意味するわけではないだろう。
代替案としてのオンライン授業ではなく、対面授業との共存が教育の幅を広げる可能性を追求する
動きはとめられないという意見が広がりつつある。この流れは、コロナ禍が続くことでより強くなり、
対面授業こそが欠かすことができない核心部分であり、オンライン授業はサブ的存在という捉え方で
はない、相対的な存在としての授業方式の捉え方で検討がさらに進むことが求められていると考えて
いる。
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